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本校は今年度創立１２２年目を迎えます。「子どもは地域の宝」として、地域の皆様に支えられ、保護者の皆様の協力を
得ながら教育活動を進めています。子どもも教職員も、一人ひとりが主役となり、それぞれの良さや持ち味を生かしながら
「学校を創る」という役割を担っているという実感をもつことができるよう取り組んでいます。児童数の急増により、
令和２年度から上福島小学校と校区割りを再編制しました。
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大阪市立第二上福島小学校として開校
大阪市立上福島国民学校を統合
大阪市立上福島小学校独立
講堂兼体育館・屋上プール完成
西校舎完成
南校舎完成
北プレハブ校舎完成

　これまで教育活動全体の中で以下の４点について取り組んできました。
　①学びへの主体性を育む。
　②自己有用感を育み、自尊感情を育む。
　③相手意識を高め、表現力・コミュニケーション力を育む。
　④家庭での規則正しい学習習慣を定着させる。

　今回の調査結果からは、これまでの取組の成果が見られるため、今後もさらに基礎基本の定着を図るとともに、
様々な工夫を行いながら「全員参加の授業」をめざした取組を続けていきます。

　近年の児童数の急増により運動場にプレハブの教室が建てられ、休み時間ごとに運動場や講堂の割り当てを決めて使用しな
ければならない状況です。その中で、日々の体育の授業での工夫や、駆け足運動や縄跳び運動などの体力を向上させるため
の取組を行ってきました。さらに令和４年度からは４年生以上の学年で放課後校庭開放を実施するなど、高学年の児童が体
を動かす機会を増やす取組を行ってきました。その結果、令和４年度や令和５年度の調査結果から、男女とも全体的に改善・
向上が見られました。今後は現在の取組を継続して行うとともに、体育科の授業の工夫やICT機器の積極的な活用により、
児童の運動に対する意欲を一層高め、さらなる体力・運動能力の向上をめざしていきます。

こころ豊かなたくましい子

「こころ豊かなたくましい子」を育むために、
「児童に主体的な学びを育み、違いを認め
高めあう態度を育む」

①子どもたち一人ひとりの自己有用感・
自尊感情を育む

②タイムリーな生活指導に努める
③学校・地域・家庭の連携

①主体的な学び・態度を育む
②体力の向上
③家庭における学力・体力の向上への啓発

①ICTを活用した教育の推進
②働き方改革の推進

11月23日

○図書館ボランティアを募集し、子ども達のためにという熱い思いをお持ちの地域・保護者の方々に参加を
いただいております。子どもたちへの図書の貸し出しや図書館の整備に取り組んでいただいております。

○英語に親しむ時間として、FET（福島イングリッシュタイム）を５分間校時に位置付け、英語を聞き、歌ったり
話したりする活動に取り組んでいます。校内放送においても、子どもたちが英語でアナウンスを流しています。

○学習園で一年を通して子どもたちが栽培に取り組めるようにしています。さまざまな草花や野菜を栽培す
ることを通して、豊かな心を育んでいます。

４月

５月
６月
７月
８月
９月

１０月
１１月
１２月
１月
２月
３月

・入学式・学習参観、懇談会・全国学力・学習状況調査（6年）
・すくすくウォッチ（5・6年）・春の遠足・避難訓練
・家庭訪問・区民音頭を学ぶ会・運動会
・体力テスト・プール開き・避難訓練・交通安全指導
・期末懇談・林間学習（5年）
・盆踊り・ラジオ体操
・学校公開、学校説明会・学習参観、懇談会
・秋の遠足・修学旅行（6年）・音楽鑑賞会・ふれあい祭り
・学習発表会・避難訓練・敬老ふれあい（３年）・スポーツ大会・5校フェスタ
・学力経年調査（3～6年）・期末懇談・もちつき大会
・昔遊びの会（１年）
・新入生入学説明会・卒業遠足（6年）・学習参観、懇談会・昔の暮らしを学ぶ会（3年）
・卒業を祝う会・卒業式
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小学校紹介 2726


